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JARIシンポジウム2024 - パネルディスカッション

CNに向けた自動車とエネルギーの将来技術と課題

そして、課題の解決方法は？

本田技研工業株式会社

コーポレート戦略本部経営企画統括部環境企画部部長 青木健
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Hondaグループとしての責任

多くのお客様に喜びを提供するモビリティ企業として、環境課題に対する社会的責任を果たす
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Triple Action to ZERO コンセプト

■全社重要テーマ：

(財務指標) ・経済価値の向上

(非財務指標) ・ブランド価値の向上

・環境負荷ゼロ社会の実現

・交通事故ゼロ社会の実現

・人的資本経営の進化

・独創的な技術の創出

■マテリアリティ：

Triple Action to ZEROは、

気候変動対応だけでなく

自然資本/NbS(自然に根差した解決策)を

考慮した先進的な取り組み

・気候変動問題への対応

・エネルギー問題への対応

・資源の効率利用

・生物多様性の保全
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GHG集計バウンダリーと排出量実績

◆ GHGプロトコル概念図

◆ GHGプロトコルとは

・温室効果ガス(Greenhouse Gas：GHG)の排出量を算定・報告する際の基準として世界的に推奨。

・米国の環境シンクタンクWRI(世界資源研究所)とWBCSDが主導のもと、各国政府機関も携わりな

がら開発。GRIやCDP、RE100、SBTなどの世界的なガイドラインにも使用。

Honda本体・グループ 下流の活動上流の活動

Scope1 Scope2

直接排出
(燃料・ガス)

間接排出
(購入電気)

製品製造・販売

Scope3

カテゴリー11

製品使用 製品廃棄

カテゴリー12

C9 : 輸送・配送

C10 : 製品の加工

C13 : リース資産

C14 : フランチャイズ

C15 : 投資

Scope3

カテゴリー1

購入した製品
(原材料・部品製造)

輸送・配送
(上流)

カテゴリー4

C2 : 資本財

C3 : S1,S2に含まれない燃料

C5 : 事業から出る廃棄物

C6 : 出張

C7 : 通勤

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)

Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

WTT：エネルギー製造時排出

TTW：製品使用時排出

Hondaは、LCA全体でのカーボンニュートラルを目指す
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◆ HondaのGHG排出量

・2023年度のGHG総排出量は2億7049万t-CO2e

・Scope1,2は全体の1.2%、約99%はScope3

2億7049万
t-CO2e

(2023年度)

カーボンニュートラルの実現は

サプライチェーン(お取引先)との連携・協力が不可欠



Honda PROPRIETARY INFORMATION <The information contained in this document is Honda proprietary information and is disclosed in confidence. >

バリューチェーン全体でのGHG削減計画 (四輪)

■圧倒的に CO2排出量が多い

Tank to wheelをゼロにすることは

モビリティカンパニーとして責務

➔製品の電動化

■EV増加により

・バッテリ材料・製造CO2排出量は増加

➔バッテリ搭載量減少に貢献する

軽量化・高エネルギー効率化

➔バッテリ製造技術自前化・省エネ化

・電気使用量が増加しCO2排出量は増加

➔Well to Tankのゼロ化

■バリューチェーン全体のCO2削減に向け

他社と協調・共創

➔再生エネルギー導入などの

クリーン電力化

➔バージン材資源の利用減に向けた

リソースサーキュレーション
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電動化戦略の意図

短い 長い【距離】

【重量】

重い

軽い

SAF / e-Fuel

Fuel Cell

BEV

・短距離移動中心の小型モビリティは BEV 化が技術的な親和性も高く、Hondaの二・四・PPの事業においては 現実的かつ最適な解

・稼働率が高く完全なバッテリー置換が難しい中・大型商用車、大型インフラの電源システムは、水素を活用した燃料電池システムを適用

・長距離かつ高速での移動が求められる航空機や船舶は電動化が難しく、”SAF”や”e-Fuel” が優先的に活用される

小型モビリティは

BEVが最も有効なソリューション

バッテリーでは難しいモビリティや

インフラ電源システムの電動化に貢献
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再エネ導入拡大 と工場のカーボンニュートラル化

世界の工場で再エネを導入を進め、2025年度埼玉製作所完成車工場のHonda初カーボンニュートラル化を推進中
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自動車の資源循環の現状

従来のリニアエコノミーにおける物質フローは、約９割がバージン材に依存

廃車後の資源は約７割を他産業向けに再利用、残り約3割が焼却・埋め立てられている

【自動車スクラップ】

【採掘由来の資源問題】

採掘・製錬時に発生するCO2増大など

環境負荷の増大が懸念される
出典：資源エネルギー庁(meti.go.jp)

自動車での循環は

経済合理性が成り立たない

バージン材

プラスチックはほぼ全量がASRへ

Inflow

・リサイクル材(市中材)

・バイオマス材

採掘

Honda製品

他産業での再利用

Outflow

10%

90%

70%

30%

（例：銅鉱石の品位は0.5%程度であり、

精錬時に99.5％が廃棄物となる実態がある）

※ASR：Automobile Shredder Residue

焼却・埋め立て

廃棄
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Hondaの目指すリソースサーキュレーション

・リサイクル材（市中材）

・バイオマス材（自然に還す）

・他産業での再利用

・リサイクル材（市中材）

・バイオマス材

最小化

ゼロ化

Honda製品・サービス

Outflow

最大化
最大化

Inflow

リパーパス

ありたき循環型の物質フロー

採掘

廃棄

・リサイクル材

・リユース・リファービッシュ

・工程スクラップ

Outflow

バージン材

最小化

ス
ク
ラ
ッ
プ
純
度

自動車産業

カスケード

リサイクル

水平リサイクル

素材のライフサイクル

他産業

「リサイクル材を使う」・「リサイクル材を戻す」

廃棄ゼロ化

水平リサイクル

自動車メーカーとして「リサイクル材を使う、戻す」ことに取り組み

バージン材の最小化と廃棄物のゼロ化を目指す
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